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目 的

平成14年度に引き続いて，マハタの摂餌生態に関す

る基礎的なデータの収集を目的に，自発摂餌システム給

餌による飼育試験を行った。また，海面生け簀での飼育

試験を行い，実用化へ向けた予備的な試験も行った。

１．マハタ稚魚の適正報酬量の検討（実験１）

方 法

表１のように段階的に報酬量を設定した自発摂餌区を

４区と対照区の自動給餌機区を２区設けた。自発摂餌装

置には松阪製作所製『さんし朗』KX01，KSX05を用

い，餌にはマダイ稚魚用EPを用いた。自動給餌区では，

残餌が若干確認できる程度に給餌回数を調整しながら給

餌設定を行った。

結果と考察

試験期間は，平成15年８月15日から９月16日の32日

間であった。自発摂餌の摂餌パターンは薄明期中心の明

期摂餌型であった（図１）。飼育成績を表２に示す。自

発摂餌装置にKX01を用いた自発摂餌１区と２区では，

試験の後半にスイッチのロックが頻発したため起動回数

が伸び悩み，特に２区では大きく減少し，成長に影響が

見られた。
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表１ 実験１自発摂餌区の設定

図１ 稚魚の摂餌パターンの代表例



適正な報酬量について飼育成績から推測すると，総魚

体重の0.05％～0.15％の間と考えられた。摂餌要求量に

ついては，成長が良好で効率よく給餌できた自発摂餌3

区と4区の報酬量と給餌機の起動回数及び増肉係数から

求めたところ，最初の10日間（5.3ｇ→12.5ｇ）では体

重の約５～６％，次の20日間（12.5ｇ→20ｇ）では

3.5％，残りの12日間（20ｇ→30.2ｇ）では３％弱とな

った。これらの給餌率は実際のマハタ種苗生産二次飼育

における同サイズの稚魚への給餌率に近い値となってお

り，このサイズでの自発摂餌実用化に期待がもたれる。

２．マハタの低水温期から水温上昇期にかけての摂餌量

の検討（実験２）

方 法

自発摂餌区，手給餌区をそれぞれ２つ設け，餌にはマ

ダイ用EP，自発摂餌装置にはKSX05を用いた。手給餌

区は１日１回飽食給餌し，給餌１時間後に残餌の個数を

数えて，摂餌量を算出した。供試魚にはマハタ（平均体

重約87ｇ）を各区10尾用いた。

結果と考察

試験期間は平成15年２月18日から４月28日であった。

試験開始直後から自発摂餌が開始され，低水温により摂

餌活性の低下している時期であっても，マハタは自発摂

餌を開始することが可能であり，自発摂餌をさせやすい

魚であろうと思われる。

摂餌パターンは８月の稚魚期のものとやや異なり，摂

餌の開始が日の出の少し前になり，摂餌のピークも水温

の最も高くなる夕方の日没前にみられる傾向であった。

また，季節的な水温の上昇に従って，手給餌区の摂餌量

と自発摂餌区の給餌量は増加を示し，自発摂餌はマハタ

の摂餌要求量の変化に対応可能であることが確認できた

（図２）。表３に飼育成績を示す。飼育成績では，手給餌

区の成長率，増肉係数が自発摂餌区よりも良好であった。

自発摂餌による給餌は魚の摂餌欲求に完全に依存してい

るため，摂餌活性の低下しているときには摂餌量の減少

が如実に現れてしまうと考えられ，冬季に自発摂餌をさ

せる場合には何らかの対策を行う必要がある。

３．マハタ１歳魚飼育試験（実験３）

方 法

試験は５月７日から５月27日までを第１期，５月28

日から６月19日までを第２期，６月20日から７月18日

までを第３期とした。自発摂餌区は４つ設けそのうち２

つを自然水温区，もう２つを加温区とした。対照区には

手給餌区を２つ設け，そのうち１つを自然水温，もう一

方を加温区とした。加温区は第２期には24℃に，第３

期には27℃に設定した。手給餌区への給餌，餌の種類，

自発摂餌装置の設定及び試験水槽は前述の試験２と同様

である。供試魚は，マハタ１歳魚（平均体重約167ｇ）

を各区10尾用いた。

結果と考察

同じ設定の試験区間でも飼育成績にばらつきがみら
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表２ 実験１ 飼育成績
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れ，摂餌パターンにも異なる特徴が見られた。供試魚の

眼球突出や死亡，飛び出しによる他試験区への混入など，

想定外の事故等が発生し，各試験区間の飼育成績の比較

は詳細に行うことはできなかった。規模や設定などを検

討し再試験を実施し，高水温での摂餌要求の推移を解明

する必要がある。

４．マハタ２歳魚の海面環境下での自発摂餌飼育試験

（実験４）

方 法

試験期間平成15年８月11日から平成16年８月終了予

定。自発摂餌区，手給餌区を設けた。自発摂餌装置はス

ターナー社製の給餌機と三重大学が開発したコントロー

ラーで構成されている。生簀の大きさは３ｍ×３ｍ×３

ｍの角形で，供試魚にはマハタ２歳魚を各区120尾収容

した。餌にはマダイ用EPを用い，自発摂餌の報酬量は

１回あたり30ｇ（0.035％総魚体重）に設定した。手給

餌は土日祝日以外の平日に１日１回飽食給餌した。

図２ 実験２ 摂餌・給餌量及び水温の推移

表３ 実験２ 飼育成績



結果と考察

ここでは３月までの結果を報告する。供試魚のマハタ

は２歳魚であったが，特に馴致の必要もなく，試験開始

直後から自発摂餌が開始された。図３に起動回数と水温

の推移を示す。自発区では水温の低下とともに起動回数

が減少したが，手給餌区は無給餌日の次の日に摂餌量が

多くなるパターンを繰り返し，水温が低下してもそれほ

ど給餌量の減少は見られなかった。３月以降水温の上昇

により機動回数が徐々に増加しつつある。摂餌パタ ン

に関しては，薄明期か薄暮期に同調した日中摂餌型で夜

間にはほとんど摂餌を行わない。８月から10月の期間

では稚魚と同様の薄明期中心の明期摂餌型を示したが，

それ以降は，摂餌活動のピークが薄明期中心から夕方前

の時間帯へ移行した。
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図３ 実験４ 水温と手給餌量及び自発摂餌給餌機機動回数の推移

飼育成績を表４に示す。水温の高い８月から10月の

期間では，自発摂餌区は手給餌区と比較して良好な飼育

成績で，自発摂餌による適切な給餌ができた。手給餌区

では土日等の休日に給餌を行っておらず，摂餌活性の高

い時期に休餌日を設けることで給餌量が不足していたと

考えられる。10月から１月の期間では，自発区と手給

餌区の成長量は変わらなかったが，増肉係数は自発区の

方が優れており，効率の良い給餌ができた。１月から３

月の期間では，自発区の体重がやや減少し，手給餌区は

全く成長していなかった。水温低下期に自発摂餌させる

場合にはは何らかの対策が必要である。

本実験は継続しており，今後の海水温の上昇によるマ

ハタの摂餌活性や摂餌パターンの変化を観察できると期

待している。
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表４ 実験４ 飼育成績


